
 

 

前回（第３回）の振り返り：他市の活動の背景やねらい 
 

リード芦屋（芦屋市民活動センター） 

・阪神大震災の復興再興時に自治会活動が活発化し、その際にＮＰＯが支援協力したという背景もあり、 

“自治会とＮＰＯの連携のもとで活力あるまち”にしていくという指針がある。 

・市民活動団体の情報の収集・提供、交流とネットワークの支援、市民参画・協働の推進及び NPO に関す 

る相談を目的とした「協働の拠点」である、 

・芦屋のまちを最もよく知る市民が主体となり、市民と行政が連携しまちづくりを進めていくことで、真に 

豊かで個性的な暮らしやすいまちづくりを進める。 

・あしや市民活動センターを担う中間支援組織は“自治会とＮＰＯをつなぐ”役割を果たしている。 

・「Ａｌｌ芦屋」として芦屋は一つ、あらゆる分野のあらゆる世代あらゆる市民が安全で安心して住み続け 

られる芦屋を目指して協働していこうと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しみせん（京都市市民活動総合センター） 

・京都は大学の多い街なので、学生活動がもともと盛ん。 

・阪神大震災を経てボランティア意識が市民に浸透し、ボランティア、NPO をはじめとする市民の自主的、

自律的な活動が市民生活の多様な分野に拡大していった。 

・「市民手づくりのセンター」を目指し、市民や市民活動団体とともにワークショップを実施するなど市 

民参加で進め、その成果を基本設計、実施設計に反映している。 

・施設の運営・事業についても、学識経験者、市民活動団体代表者等で構成する「市民活動推進協議会」 

で検討している。 

・さまざまな活動に触れ・知り・さがす場であり、ＮＰＯやボランティア団体等による公益的な市民活動を、

特定の分野や領域を超えて、総合的に支援している活動拠点施設である。 

 

←交流スペース 
 

相談室（保育室）→ 

↓会議室 

↑情報ライブラリー 
 

←交流フロア 
 

スモールオフィス→ 
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前回（第３回）の振り返り：今後の目指すべき姿 

 

 

 

・今は近くの施設同士での連携はあるが、市全体でのま

とまりはない 

・違う分野の人と出会ったり、交流できる場所が必要 

・スムーズにネットワークがつくれるようにどこかでコー 

ディネートができるといい 

・イベントなどを通じて同じ志のある人とつながってい

きたい 
 
 

・同じ興味関心のある人ばかりが集まってしまう。その

分イベントスタッフや役員もかぶりやすいので個人的な

つながりでは限界がある 

・情報交換ができネットワークが広がっていく形が必要 

・活動を次代の担い手につなぐ学生連携の仕組みができ

るといい 

・個人的な小規模活動の情報は他地域には伝わりにくい。

活動を知る機会が提供できれば他地域での実施の動機に

なり、ひろがるきっかけになる 
 
 

・家庭や仕事を持ちながらも自分たちの出来る範囲で地

域に関わるという形を支援してもらいたい 

・小さなイベントは特に重なるので、早い段階でカレン

ダー的に集約・調整していけるといい。一元集約までい

かなくても、分野別集約ができるといい 

・活動を広げたいと思った時にいろいろ相談できる所が

ほしい 

・必要に応じて選択できるといい 
 
 

・情報がうまく回っていないし、地域が違うと情報が来

ない 

・情報をまとめて発信した方が市民には見えやすい 

・団体同士が情報を宣伝しあえるような発受信機能が必

要 

・活動する人が自分で投稿した情報をまとめる機能だけ

でも効果がでる 

活動が活発化するためには？ 

 

つながり 

のある拠点 

 

ひろがり 

のある拠点 

 

多様性･柔軟性 

のある拠点 

 

外部への発信力 

のある拠点 
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上記は一例       

活動団体 

・広域的に活動する団体 

NPO法人団体、その他の法人団体、まいばら協働事業提案制度採択団体 

・地域密着的に活動する団体 

自治会、地域創造支援事業実施団体、お茶の間創造事業実施団体 

・特定分野の推進につながる団体 

  各担当部局と協力・連携・財政支援による活動を実施する団体 

・社会福祉協議会による支援団体 

  ボランティアセンター登録団体、子育てサークル 

・その他活動団体 

地域活動団体プロフィールに載っているような活動団体等 

米原市に今ある資源 

支援組織 

・市役所組織 

  政策推進課・・・自治基本条例、まいばら協働事業 

 生涯学習課・・・ルッチまちづくり大学運営、公民館等指定管理 

 市民自治センター・・・自治体支援、地域創造会議 

 くらし支援課・・・お茶の間創造事業 

 その他の課 

・社協・地域支え合いセンター  

     ボランティアセンター機能、地域支え合いセンター 

・各公民館（伊吹薬草の里文化センター、山東公民館、米原公民館、近江公民館 等） 

・米原市商工会 

・シルバー人材センター 

市民活動拠点の目指すべき在り方とは？ 

人 材 

・ルッチまちづくり大学 学生（卒業生・現役生） 

・人材バンク登録者 

・個人で活躍する人々 

 

資料２ 


	資料1：前回（第3回）の振り返り
	他市の活動の背景やねらい
	今後の目指すべき姿

	資料2：市民活動拠点の目指すべき在り方とは

